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 逆説的なことに、人のモビリティがとまってしまったかに見えるパンデミック以後の現代

ほど、モビリティに特徴づけられる時代はないと言える（遠藤 2022）。観光をはじめ人のモ

ビリティがとまってしまったのは、ウイルスが世界中を移動し、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が流行してしまったためである。そして、そのように感染症が世界的に流行

したのは、人やモノのモビリティを介してなのである。 

 本発表では現代のツーリズム・モビリティについて、ニコラス・ルーマンのゼマンティク

論（社会システム論的な“意味”論）を補助線に考察する。ルーマンの議論に倣って言うなら

ば、かつて「観光」だとは思いもしなかったような現象も、「観光」のコードがメタモルフォ

ーゼしゆくセマンティクのもとで、「あれは観光だったのだ」と“事後的に”分かる場合がある。

AI、Zoom、透過型有機 EL ディスプレイ、YouTube、Instagram 等、デジタル革命を経たテ

クノロジーが介在しつつ（エリオット 2022）、観光のゼマンティクは大きくメタモルフォー

ゼし、新たなツーリズム・モビリティを構築し始めている――このことについて掘り下げて

考えてみたい。 
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